
地域の避難訓練、防災計画づくり、岩手県立大がお手伝いします！②

地区の災害対応ルール：地区防災計画策定支援について

１．地域の防災力に関する課題

■災害が発生した場合に、行政だけに頼った支援（公助）はもはや不可能な状況？
→※東日本大震災では、役場自体が被災・町長を含めた町職員自身が死傷された自治体も。
→つまり、自分自身（自助）、隣近所の住民どおし（共助）で助けあう体制を作らなければ

ならなくなりました。
■内閣府では、地区の中での災害時の対応をまとめた地区防災計画の作成を推奨しています。

・でも、なにからはじめればいいの？（まちあるき、体制づくり、訓練の実施？）
・きまったことをどう文章や地図にまとめればいいの？

その課題解決、岩手県立大学が、お手伝いします！！
２．岩手県立大学が提供する地区防災計画策定支援について

ご興味のある方は：
sugiyasu_k@iwate-pu.ac.jp (地域防災担当：杉安)へお問い合わせください。

①地区防災アドバイザーの派遣

東北地方の地区防災計画策定
に携わってきた教員が、まちあ
るき企画やワークショップ、計画
案の立案から運営支援・内容の
見直しに至るまで、トータルに支
援します！

②地区防災計画の内容の文章
化・地図化のお手伝いをします

地区防災計画策定で最も時間・
技術が必要なのは、地区として
きまった内容を文章化・地図化
するプロセスです。岩手県立大
学がこの作業をお手伝いします。

③地区防災計画の内容の検証
として避難訓練をお手伝いをし
ます

作った地区防災計画の検証に
最も最適な場は避難訓練です。
この避難訓練の企画・運営・振
り返り等の支援も行い、計画の
見直しにも協力します。

・避難訓練を通じて、地域防災の内容を検証・修正

・地区レベルでは、訓練案内ビラは毎年全住民に
配布される「地区防災計画」の広報誌です。

①ローカル防災ルール

②避難目標時間

③各地区での避難行動
（要配慮者・観光客含む）

④自動車避難時の注意

⑤避難完了後の安否報告フロー
等が記載されています。

まずはここからはじめませんか？

①

②

③

④

⑤

③

訓練支援事例：
地区防災のルールをまとめた避難訓練の案内ビラの作成

■地区防災の取組事例
(1)避難を呼びかける消防団・

地区役員自身の安全確保の
ため、 避難時には、
『避難済みサイン』をかける

→地区住民全体の
『避難時間の短縮』に貢献

■地区防災の取組事例
(2)徒歩、自動車、車椅子等で
の『避難所要時間』の確認

→『避難目標時間』の参考に

■地区防災の取組事例
(3)地区内外の
『災害時の危険個所』を確認

→『地区防災計画』の参考に
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地域の避難訓練、防災計画づくり、岩手県立大がお手伝いします！①

地震・津波・夜間・自動車避難等
を想定した避難訓練支援について

１．津波避難をめぐる現状

■津波避難と自動車避難
津波からの避難の際には原則徒歩 しかし東日本大震災では全国で約６割（※岩手県では４割）の方が

自動車避難を選択 → 自動車避難者の数を抑えつつ、徒歩避難をしやすい環境の整備とともに、
自動車避難者をどのように誘導、一時待機させるかも事前に検討が必要です。

■地震と津波は日中だけでなく、夜間にも発生
昭和三陸地震津波(深夜2時30分に発生)や、2022年トンガ沖火山噴火に伴う潮位変動（深夜0時15分 津波

警報発令）、2022年福島県沖地震（23時36分発生）など、夜間・深夜に避難が伴うこともあります。

このような災害時の対応を事前に練習するために、避難訓練を行うことが重要です。
でも避難訓練を実施するには、
この他に、避難場所・避難所の選定、帰宅困難者・観光客対応、感染症対策、

地区住民への広報等、訓練の記録・検証等、いろいろ考えたり、事前準備がたくさんあります。

その課題解決、岩手県立大学が、お手伝いします！！
２．岩手県立大学が提供する避難訓練支援について

①避難訓練アドバイザーの派遣

東北地方の避難訓練監修・運
営支援に携わってきた教員が、
訓練内容の立案から当日の運
営支援、訓練の振り返りに至る
まで、トータルに支援します！

②避難訓練ボランティア学生の
派遣

訓練の記録・写真撮影等、訓練
活動を影から支える学生ボラン
ティアを派遣します！
（※感染症の拡大状況に注意しつつの
実施となり、感染拡大傾向の場合、
中止となる場合があります。）

③訓練当日の各種機材の
貸出・デモの実施

避難訓練運営にあると便利な
「避難場所案内旗」、「スピーカ
セット」、「非常用電源装置」、
「防災用ドローン」等を持参、
デモを行います！

訓練支援事例①：
観光客を交えた避難誘導訓練（徒歩）

訓練支援事例②：
訓練記録・総評コメント・改善点アドバイス等

訓練支援事例③：
GPS活用による避難時間・避難経路の記録

訓練支援事例⑤：
避難訓練広報ビラの作成支援

訓練支援事例④：
自動車避難訓練の監修

訓練支援事例⑥：
夜間避難訓練の監修・運営支援

ご興味のある方は：
sugiyasu_k@iwate-pu.ac.jp
(地域防災担当：杉安)へお問い合わせください。
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東日本大震災から12年、
岩手・宮城内陸地震から15年、

昭和三陸地震から90年、

次の大災害から生き残るために

復興の“先”を考える

2023年4月

岩手県立大学は
「防災復興支援センター」

を設置します
(仮称)

お問合せ
岩手県立大学研究・地域連携室
〒020-0611 岩手県滝沢市巣子152-89

電話：019-694-3330
FAX：019-694-3331
MAIL：chiren@ml. iwate-pu.ac.jp

岩手県立大学ホームページ
https://www.iwate-pu.ac.jp/

災害復興支援センターから、
防災復興支援センターへ

岩手県立大学では、2011年4月5日に岩手県立大学災害復興支援センター
を設置し、東日本大震災等により被災した地域の復興を、教職員及び学生の
ボランティア活動並びに看護や福祉分野などの専門性を持つ教職員の派遣等
を通じて支援してきました。

同センターの設置から11年、この間、岩手県では激甚化する風水害等の
新たな災害を経験しつつ、地域のニーズは「東日本大震災からの復興支援」
から、震災の教訓を踏まえた「次の大災害への備え」へと変化しつつあり
ます。

これを受け、岩手県立大学は、東日本大震災から12年目、岩手・宮城内陸
地震から15年目、昭和三陸地震から90年目を迎える2023年、災害復興支援
センターを改組し、新たに「防災復興支援センター」を設置します。

防災復興支援センターでの新ミッション
岩手県立大学防災復興支援センターでは、これまでの被災地復興支援

活動に加えて、次の大災害から生き残るため、地域の防災力向上に資する
支援活動、調査研究活動、人材育成活動等に取り組みます。

▼新ミッション①【支援】：地域の防災力向上に資する支援活動
地域の災害対応の体制構築、地区防災活動・避難訓練支援、防災マップ作成支援等、

地域の抱える防災活動上の課題解決に尽力します。

▼新ミッション②【研究】：次の大災害から生き残るための調査研究活動
地域防災の先進事例、震災ツーリズム、伝承活動、災害発生後のくらしの課題、

復興に至るまでの教訓と課題、それらの解決策等を調査研究し、その共有・発信を行う
データベース構築に取り組みます。

▼新ミッション③【人材】：次の大災害から生き残る力を備えた人材育成活動
所属学生の約半数が岩手県内に就職する地域に根ざした公立大学の特性を生かし、

自らと家族が災害から生き残る『自助』の力、地域住民の一員として、コミュニティと
の協働のもと、災害から生き残る『共助』の力を有する人材育成・輩出に取り組みます。

これらを実現するべく、防災・復興に関する研究・教育・人材育成プログラムの整備
を行い、地域防災の担い手として防災士資格の取得、災害時の活動支援となるドローン
パイロットチーム、災害時ボランティアの育成、災害看護研修会の実施等を行います。

2023年 活動情報
公開予定
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